奥の細道
松尾芭蕉
　月日（つきひ）は百代の過客（くわかく）にして、行きかふ年（とし）もまた旅人なり。舟の上に生涯（しやうがい）をうかべ馬の口とらへて老（おい）を迎ふる者は、日々旅（たび）にして旅を栖（すみか）とす。古人も多く旅に死せるあり。予もいづれの年よりか、片雲（へんうん）の風（かぜ）にさそはれて漂泊（へうはく）の思（おもひ）やまず、海浜にさすらへ、去年（こぞ）の秋江上の破屋に蜘蛛（くも）の古巣（ふるす）を払ひてやゝ年も暮、春立てる霞（かすみ）の空（そら）に、白川の関越えんと、そゞろ神の物につきて心をくるはせ、道祖神（だうそじん）のまねきにあひて取る物手につかず、股引（もゝひき）の破（やぶ）れをつづり笠の緒（を）つけかへて、三里に灸（きう）すうるより、松島の月まづ心にかゝりて、住める方は人に譲り、杉風が別墅（べつしよ）に移るに、
　　草（くさ）の戸（と）も住（す）みかはる代（よ）ぞ雛（ひな）の家（いへ）
表（おもて）八句を庵の柱にかけおく。弥生（やよひ）も末の七日、あけぼのの空朧々（ろう／＼）として、月は有明（ありあけ）にて光をさまれるものから、不二（ふじ）の峯幽（かすか）にみえて、上野（うへの）谷中（やなか）の花の梢（こずゑ）又いつかはと心細し。睦まじきかぎりは宵よりつどひて、舟にのりて送る。千住（せんぢゆ）といふ所にて舟をあがれば、前途（ぜんと）三千里のおもひ胸にふさがりて、幻（まぼろし）の巷（ちまた）に離別（りべつ）の涙（なみだ）をそゝぐ。
　　行（ゆ）く春（はる）や鳥（とり）啼（な）き魚（うを）の目（め）は泪（なみだ）
これを矢立（やたて）の初（はじ）めとして、行く道なほ進まず。人々は途中に立ち並びて、後影の見ゆるまではと見送るなるべし。
　今年（ことし）元禄二とせにや、奥羽（あうう）長途の行脚（あんぎや）たゞかりそめに思ひ立ちて、呉天（ごてん）に白髪（はくはつ）の恨（うらみ）を重ぬといへども、耳に触れていまだ目に見ぬ境、もし生きてかへらばと定（さだ）めなき頼みの末（すゑ）をかけ、其の日漸く早加（さうか）といふ宿にたどり着きにけり。痩骨（そうこつ）の肩にかゝれる物まづ苦しむ。たゞ身すがらにと出（い）で立（た）ち侍るを、紙子（かみこ）一衣（いちえ）は夜（よる）の防ぎ、ゆかた雨具（あまぐ）墨筆（すみふで）のたぐひ、あるはさりがたき餞（はなむけ）などしたるは、さすがに打捨（うちす）て難くて、路次のわづらひとなれるこそわりなけれ。
　室（むろ）の八島（やしま）に詣（けい）す。同行曾良が曰く、此の神は木花咲耶姫（このはなさくやひめ）の神と申して、富士一体なり。無戸室（うつむろ）に入りて焼け給ふ誓（ちかひ）のみ中に火々出見（ほゝでみ）の尊（みこと）生れ給ひしより、室の八島と申す。又煙をよみ習はし侍るもこの謂（いは）れなり。将（はた）このしろといふ魚を禁ず。縁記（えんぎ）の旨（むね）世につたふ事も侍りし。
　三十日、日光山の麓（ふもと）に泊る。主（あるじ）の云ひけるやう、我名を仏（ほとけ）五左衛門といふ。よろづ正直を旨とする故に人かくは申し侍るまゝ、一夜の草の枕もうちとけて休み給へといふ。いかなる仏の濁世塵土（ぢよくせぢんど）に示現（じげん）して、かゝる桑門（さうもん）の乞食順礼（こつじきじゆんれい）ごときの人をたすけ給ふにやと、主のなすことに心をとゞめて見るに、たゞ無智無分別にして正直偏固（へんこ）のものなり。剛毅木訥（がうきぼくとつ）の仁に近きたぐひ、気稟（きひん）の清質尤も尊ぶべし。
　卯月朔日、御山（おやま）に詣拝（けいはい）す。往昔（わうせき）此の御山を二荒山と書きしを、空海大師開基（かいき）の時日光と改め給ふ。千歳未来をさとり給ふにや、今この御光一天にかゞやきて、恩沢（おんたく）八荒（はつくわう）にあふれ、国民安堵（あんど）の栖（すみか）穏かなり。猶憚（はゞかり）多くて筆をさし置きぬ。
　　あらたふと青葉（あをば）若葉（わかば）の日（ひ）の光（ひかり）
黒髮山（くろかみやま）は、霞かゝりて雪いまだ白し。
　　剃（そ）り捨（す）ててくろかみ山（やま）に衣更（ころもがへ）　　曾良
曾良は河合氏にして惣五郎と云へり。芭蕉の下葉に軒（のき）をならべて、予が薪水（しんすゐ）の労（らう）をたすく。このたび松島象潟（きさがた）の眺め共にせんことを悦び、かつは羈旅（きりよ）の難（なん）をいたはらんと、旅だつ暁（あかつき）髪を剃（そ）りて墨染（すみぞめ）にさまをかへ、惣五を改めて宗悟とす。仍（よ）つて黒髪山の句有り。衣更の二字力ありて聞（きこ）ゆ。
　二十余町を登つて滝（たき）あり。岩洞の頂（いたゞき）より飛流（ひりう）して百尺千岩の碧潭（へきたん）に落ちたり。岩窟（がんくつ）に身をひそめ入りて滝の裏（うら）より見れば、裏見の滝と申し伝へ侍るなり。
　　暫時（しばらく）は滝（たき）に籠（こも）るや夏（げ）の初（はじ）め
　那須（なす）の黒羽（くろはね）といふ所に知る人あれば、これより野越（のごし）にかゝりて直道を行かんとす。遥（はるか）に一村を見かけて行くに、雨ふり日くる。農夫の家に一夜をかりて、明くれば又野中（のなか）をゆく。そこに野飼の馬あり。草刈るをのこに歎（なげ）きよれば、野夫（やふ）といへどもさすがに情しらぬにはあらず。如何（いかゞ）すべきや、されども此の野は縱横にわかれて、うひ／＼しき旅人の道ふみたがへん怪しう侍れば、此の馬のとゞまる処にて馬を返し給へと貸し侍りぬ。ちひさき者ふたり、馬の跡したひて走る。一人は小姫にて名をかさねと云ふ。聞きなれぬ名のやさしかりければ、
　　かさねとは八重撫子（やへなでしこ）の名（な）なるべし　　曾良
やがて人里に至れば、あたひを鞍壺（くらつぼ）に結（ゆ）ひつけて馬を返しぬ。
　黒羽（くろばね）の館代（くわんだい）、浄坊寺何がしの方に音（おと）づる。思ひかけぬ主（あるじ）の悦び、日夜語りつゞけて、其の弟桃翠（たうすゐ）などいふが朝夕勤めとぶらひ、自（みづか）らの家にも伴（ともな）ひて、親属の方にも招かれ、日を経（ふ）るまゝに、ひと日郊外（かうぐわい）に逍遥（せうえう）して、犬追物（いぬおふもの）の跡（あと）を一見し、那須の篠原（しのはら）を分けて玉藻（たまも）の前の古墳（ふるづか）をとふ。それより八幡宮に詣づ。与市扇（あふぎ）の的（まと）を射し時、別しては我が国氏神正八幡と誓ひしも此の神社にて侍ると聞けば、感応（かんおう）殊にしきりに覚えらる。暮るれば桃翠宅に帰る。
　修験（しゆげん）光明寺といふあり。そこに招かれて行者堂（ぎやうじやだう）を拝す。
　　夏山（なつやま）に足駄（あしだ）を拝（をが）む首途（かどで）哉（かな）
当国雲岸寺のおくに、仏頂和尚山居の跡あり。
　　たてよこの五尺にたらぬ草の庵
　　　　　むすぶもくやし雨なかりせば
と松の炭（すみ）して岩にかきつけ侍りと、いつぞや聞え給ふ。其の跡見んと雲岸寺に杖（つゑ）を曳（ひ）けば、人々すゝんで共にいざなひ、若き人多く道の程うちさわぎて、覚えずかの麓（ふもと）に至る。山は奥あるけしきにて、谷道遥（はるか）に松杉黒く苔（こけ）したたりて、卯月の天いま猶寒し。十景尽くる所、橋を渡つて山門に入る。
　さてかの跡はいづくの程にやと、後の山によぢのぼれば、石上の小庵岩窟（がんくつ）にむすびかけたり。妙禅師の死関、法雲法師の石室を見るが如し。
　　木啄（きつゝき）も庵（いほ）はやぶらす夏木立（なつこだち）
と、取りあへぬ一句を柱に残し侍りし。
　是より殺生石（せつしやうせき）に行く。館代より馬にて送らる。此の口付（くちつき）のをのこ短冊（たんざく）得させよと乞ふ。やさしき事を望み侍るものかなと、
　　野（の）を横（よこ）に馬（うま）引（ひ）きむけよほとゝぎす
殺生石は温泉の出づる山陰にあり。石の毒気（どくき）いまだ滅びず、蜂（はち）蝶（てふ）のたぐひ真砂（まさご）の色の見えぬほど重なり死す。又清水ながるゝの柳は、蘆野（あしの）の里に有りて田の畔にのこる。此の所の郡守戸部某の、此の柳みせばやなど折々にの給ひ聞え給ふを、いづくの程にやと思ひしを、今日此の柳の蔭にこそ立ちより侍りつれ。
　　田（た）一枚（いちまい）植（う）ゑて立（た）ちさる柳（やなぎ）かな
　心もとなき日数かさなるまゝに、白河（しらかは）の関（せき）にかゝりて旅心（たびごころ）定りぬ。いかで都へとたより求めしもことわりなり。中にも此の関は三関の一にして、風騒（ふうさう）の人心をとどむ。秋風を耳にのこし、紅葉を俤（おもかげ）にして、青葉の梢猶あはれなり。卯（う）の花の白妙（しろたへ）に、茨（いばら）の花の咲きそひて、雪にもこゆる心地ぞする。古人冠（かんむり）を正（たゞ）し衣裳（いしやう）を改めし事など、清輔の筆にとゞめ置かれしとぞ。
　　卯（う）の花（はな）をかざしに関（せき）の晴着（はれぎ）哉（かな）　　曾良
　とかくして越え行くまゝに、阿武隈川（あぶくまがは）をわたる。左に会津根（あひづね）高く、右に岩城（いはき）、相馬（さうま）、三春（みはる）の庄、常陸下野の地をさかひて山つらなる。影沼といふ所を行くに、けふは空くもりて物影（ものかげ）うつらず。須賀川（すかがは）の駅に等窮（とうきう）といふものを訪（たづ）ねて、四五日とゞめらる。先づ白河の関いかに越えつるやと問ふ。長途の苦しみ身心（しんしん）つかれ、かつは風景に魂（たましひ）うばはれ、懐旧（くわいきう）に腸（はらわた）を断ちて、はか／゛＼しう思ひめぐらさず。
　　風流（ふうりう）のはじめやおくの田植（たうゑ）うた
無下（むげ）に越えんもさすがにと語れば、脇第三とつゞけて三巻となしぬ。
　此の宿の傍に、大きなる栗の木蔭（こかげ）をたのみて世をいとふ僧あり。橡（とち）ひろふ太山（みやま）もかくやと間（そゞろ）に覚えられて、物にかきつけ侍る。その詞、
　　　　　栗といふ文字は、西の木とかきて西方浄土に便（たより）ありと、
　　　　　行基菩薩の一生杖にも柱にも此の木を用ひ給ふとかや。
　　世（よ）の人（ひと）の見（み）つけぬ花や軒（のき）の栗（くり）
　等窮が宅を出でて五里ばかり、檜皮（ひはだ）の宿をはなれてあさか山あり。路より近し。此のあたり沼多し。かつみ刈る比（ころ）もやゝ近うなれば、いづれの草を花がつみとはいふぞと、人々に尋ね侍れども、更に知る人なし。沼をたづね人にとひ、かつみ／＼と尋ねありきて、日は山の端（は）にかゝりぬ。二本松より右にきれて、黒塚（くろづか）の岩屋（いはや）一見し、福島にやどる。明くれば、しのぶもぢ摺（ずり）の石をたづねて忍ぶの里に行く。遥か山陰（やまかげ）の小里に、石なかば土に埋れてあり。里の童部（わらべ）の来りて教へける、昔は此の山の上に侍りしを、往来（ゆきき）の人の麦草をあらして此の石を試み侍るをにくみて、此の谷につき落せば、石の面（おもて）下（しも）ざまに伏したりといふ。さもあるべき事にや。
　　早苗（さなへ）とる手（て）もとや昔（むかし）しのぶ摺（ずり）
　月の輪の渡（わたし）を越えて、瀬の上といふ宿に出づ。佐藤庄司（さとうしやうじ）が旧跡は、左の山ぎは一里半ばかりに有り。飯塚（いひづか）の里、鯖野（さばの）と聞きて、尋ね／＼行くに、丸山といふに尋ねあたる。これ庄司が旧館也。麓に大手（おほて）の跡など人のをしふるに任せて泪（なみだ）をおとし、又かたはらの古寺に一家の石碑（せきひ）を残す。中にも二人の嫁（よめ）がしるし先づ哀（あはれ）なり。女なれどもかひ／゛＼しき名の世に聞えつるものかなと袂をぬらしぬ。堕涙（だるゐ）の石碑も遠きにあらず。寺に入りて茶を乞へば、こゝに義経の太刀（たち）、弁慶が笈（おひ）をとゞめて什物とす。
　　笈（おひ）も太刀（たち）も五月にかざれ紙幟（かみのぼり）
五月朔日（ついたち）のことなり。其の夜飯塚にとまる。温泉あれば湯に入りて宿をかるに、土座に莚（むしろ）を敷きてあやしき貧家（ひんか）なり。灯（ともしび）もなければ囲炉裏（ゐろり）の火かげに寝所をまうけて臥（ふ）す。夜に入りて、雷鳴り雨しきりに降りて、臥せる上より漏り、蚤蚊（のみか）にせゝられて眠らず。持病さへおこりて消え入るばかりになん。短夜（みじかよ）の空もやう／＼明くれば、又旅立ちぬ。猶夜の余波（なごり）こゝろ進まず。馬かりて桑折（こをり）の駅に出づる。遥なる行末をかゝへてかゝる病（やまひ）覚束なしといへど、羇旅辺土（きりよへんど）の行脚（あんぎや）、捨身無常（しやしんむじやう）の観念（くわんねん）、道路に死なん是（これ）天の命（めい）なりと、気力聊（いさゝ）かとり直し、路縱横（じうわう）にふんで、伊達の大木戸を越す。鐙摺（あぶみずり）、白石（しらいし）の城を過ぎ、笠島の郡に入れば、藤中将実方（さねかた）の塚はいづくの程ならんと人にとへば、これよりはるか右に見ゆる山ぎはの里を蓑輪・笠島といふ。道祖神の社、かたみの薄（すゝき）今にありと教ふ。このごろの五月雨（さみだれ）に道いと悪しく、身つかれ侍れば、よそながら眺（なが）めやりて過ぐるに、蓑輪・笠島も五月雨の折にふれたりと、
　　笠島（かさじま）はいづこ五月のぬかり道（みち）
岩沼（いはぬま）に宿る。
　武隈（たけくま）の松にこそ目さむる心地はすれ。根は土際（つちぎは）より二木（ふたき）にわかれて、昔の姿うしなはずと知らる。先づ能因（のういん）法師思ひ出づ。往昔陸奥（むつ）の守にて下りし人、此の木を伐（き）りて名取川（なとりがは）の橋杭（はしぐひ）にせられたる事などあればにや、松は此のたび跡もなしとは詠みたり。代々（よゝ）あるは伐り、あるいは植（う）ゑつぎなどせしと聞くに、今はた千歳（ちとせ）の形とゝのほひて、めでたき松のけしきになん侍りし。
　　　　　武隈（たけくま）の松（まつ）みせ申（まう）せ遅（おそ）ざくらと、挙白と
　　　　　といふものの餞別（せんべつ）したりければ、
　　桜（さくら）より松（まつ）は二木（ふたき）を三月（みつき）ごし
　名取川を渡りて仙台に入る。あやめふく日なり。旅宿を求めて四五日逗留す。ここに画工（ぐわこう）加右衛門といふ者あり。聊（いさゝ）か心あるものと聞きて知る人になる。此の者、年比（としごろ）さだかならぬ名どころを考へ置き侍ればとて、一日（ひとひ）案内す。宮城野（みやぎの）の萩茂りあひて、秋のけしき思ひやらるゝ。玉田・横野・躑躅（つゝじ）が岡はあせび咲く頃なり。日影も漏らぬ松の林に入りて、こゝを木の下といふとぞ。むかしもかく露深ければこそ、みさぶらひみかさとは詠みたれ。
　薬師堂・天神の御社（みやしろ）など拝みて、其の日はくれぬ。猶松島塩竈（しほがま）の所々画（ゑ）にかきて送る。かつ紺（こん）の染緒（そめを）つけたる草鞋二足餞（はなむけ）す。さればこそ風流のしれもの、こゝに至りてその実をあらはす。
作品鑑賞： 
『おくのほそ道』（おくのほそみち）は、元禄時代に活動した俳人

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E5%B0%BE%E8%8A%AD%E8%95%89" \o "松尾芭蕉" 松尾芭蕉による紀行文集。元禄15年（1702年）刊。日本の古典における紀行作品の代表的存在であり、芭蕉の著作中で最も著名で「月日は百代の過客にして…」という序文により始まる。
  深川の庵を出発するにあたり芭蕉がみちのくの旅にかける意気込みを語ったところです。
「月日は百代の過客にして行きかふ人もまた旅人なり」…この書き出しはとても有名ですね。学校で習った、ここだけは暗記しているという方も多いと思います。 

字面を見ると、 

「予もいづれの年よりか、片雲の風にさそはれて、漂泊の思ひやまず、……三里に灸するより、松嶋の月先心にかゝりて、住る方は人に譲り、杉風（さんぷう）が別墅（べっしょ）に移るに、」

ここまで改行も句読点もなく、一気に駆け上るように文章が続きます。芭蕉の旅にかける高揚感を、あらわしているわけです。 

そしてクライマックスに発句がきます。

草の戸も住替る代ぞひなの家

「草の戸」…草がぼうぼうにしげっているような、今のこの、深川の宿だが、私が出発して、また別の人が住むようになれば、そこには雛人形があでやかに飾られ、時は移り世は変わって、はなやかな感じになるのかなあ、そんな内容です。

歴史の流れ。時の移り変わり。壮大なスケールを感じさせる書き出しです。

﻿　東京の千住のあたりから、芭蕉さんはみんなに見送られて旅立っていきます。
隅田川をさかのぼって、千住で陸地に上がって、この「奥の細道」の旅に旅立っていく。

わきあいあいとした、心温まる章です。

「月はありあけにて光おさまれるものから」…このへんは『源氏物語』の「帚木（ははきぎ）」を踏まえています。

「上野谷中の花の梢、またいつかはと心細し」大変カッコいい表現だと思います。

「行く春や鳥啼き魚の目は泪」。出発にあたって、集まってくれた仲間たちが名残を惜しみ、涙を流してくれている。

それが、行く春を惜しんで鳥も魚も目に涙をためている、その状況にピッタリきて、いよいよ涙があふれるのです。

「奥の細道」の最後の章は岐阜県の大垣。「蛤のふたみにわかれ行く秋ぞ」という句でしめくくられていますが、この千住における「行く春や」と、大垣の「行く秋ぞ」がセットになってます。

全体で輪が閉じたような、「奥の細道」全体で、キッチリした構成になっているのです。

草加せんべいで有名な、埼玉県の草加です。「奥の細道」の旅で芭蕉が最初に滞在したのが草加の宿です。
実際は粕壁だったらしいですが、演出上の都合から草加にしたようです。

比較的、実際の旅に沿って書かれているとされる「曾良旅日記」と比べると、芭蕉がどこに創作を凝らしたかが読み取れます。

今の草加市の綾瀬川沿いの遊歩道には「奥の細道」にちなんだ百代橋、矢立橋という歩道橋がかかっており、名物になっています。

旅立ちにあたっていろいろ餞別の品をもらったが、旅のわずらいになる。でもせっかくもらったんだから捨てるのも忍びない。やれやれという、芭蕉さんの人のいい感じが出ている章です。

栃木県の室の八島。歌枕で知られるところです。
ここで曾良がはじめて顔を出し室の八島の由来を語ります。

曾良はもちろん最初からついてきているので、冒頭部分に曾良のことが書いてあってもいいのですが、いかにも博学そうに解説をさせて、曾良の人物像を印象づける意図でしょう。

事実をそのまま書くのではなく、見せ方に工夫があるのが「奥の細道」の特徴です。

「室の八島」のゆらいは「古事記」に書かれています。

昔、天孫降臨したニニギノミコトは国つ神たるコノサクヤビメを見初めて結婚しました。

それがたった一回の営みで、子供を授かります。ニニギノミコトは疑います。「よそで作ってきた子供だろう。ふしだらな女だ」と。

そこでコノサクヤビメは身の潔白を証明しようとします。四方を塗り高め出入り口をふさいだ産室の中にこもり、火をかけ、その中で出産します。

もし国つ神の子なら焼け死ぬでしょう。もし天つ神たるあなたの子なら、こんな炎くらいでは死なないはずです。そして、無事子供が産まれ、この子がホホデミノミコトです。コノサクヤビメの潔白は証明されたわけですが、コノハナサクヤビメは夫に疑われたことに痛く傷つき、以後夫に二度と心を開きませんでした。

研究課題：松尾芭蕉の俳句について考察しなさい。
